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諏訪之瀬島火山における自然電位分布 ―第３回諏訪之瀬島火山集中総合観測―

Self-potential surveying of Suwanosejima Volcano
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1 9 9 8年1 0月に実施された第３回諏訪之瀬島火山の集中総合観測の観測項目の一つとして，火山体の自然電位の
分布を測定した。調査は，島の南側で行なわれ，北東－南西方向の火口列と周辺地域との差異を見るために，２
路線で測定した。測定の結果，諏訪之瀬島火山の自然電位分布には，他の多くの火山で観測されたような，空間
的広がりが数k mにも及ぶ大きなスケールの正の異常が存在することが明らかとなり，地下浅部での活発な熱水活
動の存在が示唆された。また，古い火口跡周辺でも規模のややスケールの小さな正異常が存在することがわかり，
熱水活動の中心が御岳周辺だけではなく，南西側にも存在している可能性がある。

１.はじめに
近年，諏訪之瀬島火山では，島中央部の御岳で活発な活動を行っている。山頂の東側には北東に開いた馬蹄型

カルデラがあり，そのなかに毎年のようにストロンボリ式噴火を繰り返す中央火口丘を形成している。また，御
岳の約5 0 0 m南西側には，1 8 1 3～1 4年の噴火活動で大量の溶岩流を出した文化火口があるほか，島南西部にもやや
古い根上岳の活動で作られたナベタオ火口跡が見られ，これらの火口や火口跡の分布，火山体の連なりは北東-南
西の走向を示している。1 9 9 8年1 0月～1 1月にかけて，第3回諏訪之瀬島火山集中観測が実施され，その観測項目の
一つとして，火山体の自然電位の調査を行った。火山地域では，しばしば自然電位の正(負)の異常が観測され，理
論的・実験的考察から，主に熱水系の活動によって生じた流動電位が作る異常であると解釈されている。本調査
では，諏訪之瀬島火山の地下熱水系の広がりや大きさを把握することを目的とし，とりわけ，北東－南西方向の
火口列と周辺地域との違い，および現在の活動火口周辺と古い山体周辺との違いに着目して測定を行った。

２.自然電位測定の概要
現在活動している御岳火口および島北部へのアクセスは極めて困難であるため，測定範囲は御岳より南側に限

られる。そこで，火口列と周辺地域との違いを見るために，測定は，南西側海岸から登山道沿いに新火口南側リ
ムまでの路線，登山道入口から西側へ分岐し根上岳を通って再び登山道へ合流する路線，の2路線で行った。後者
は途中分岐し，ナベタオ火口跡を横断して西側リムまで測線を伸ばしている。測定方法としては，平衡電極であ
る鉛－塩化鉛電極と銅－硫酸銅電極を5 0 m間隔で接地して，両電極間の電位差を高入力抵抗のテスターで測定し
ていった。局所的な異常を避けるために，測定は近傍の3ヶ所で行い，その平均値を測定値とした。異なる電極を
用いたのは，電極間電位差を故意に作ることによって，5 0 m間隔では電位差がほとんど出ないような場所でも，
精度よく測定を行うためである。そのため，測定の起点と終点では，電極間電位差を数箇所で測定し，測定値の
補正を行っている。

３.自然電位分布
諏訪之瀬島火山の自然電位分布には，他の多くの火山で観測されたような，空間的広がりが数k mにも及ぶ大き

なスケールの正の異常が顕著に存在し，地下浅部での活発な熱水活動が示唆された。測定が島の半分に限られる
ため確実ではないが，この正異常は，現在の活動の中心である御岳中央火口丘付近を中心とし，恐らく全島規模
の異常であると考えられる。東側の登山道に沿った路線では，火口から離れ標高が下がるにつれ電位も下がるが，
標高3 0 0 m付近から下は逆に標高と負の相関を示すようになる。この負の相関は，いわゆる「地形効果」と呼ばれ
るもので，今回の測定では，1 mあたり約0 . 9ｍVの割合で直線的に変化していた。一方，根上岳～ナベタオ火口跡
へ至る路線では，根上岳の山頂付近を除き，標高3 0 0 mより下でも明瞭な地形効果は見られない。むしろ，ナベタ
オ火口周辺で正の異常領域を形成しており，火口跡付近の地下においても熱水系が発達しているか，あるいは火
口列に沿って熱水系が広がっている可能性がある。また，御岳文化火口付近では，波長は短いものの約－2 0 0 m V
の明瞭な負の異常領域が見られたが，その広がり・成因等は明らかではない。今後，さらに調査範囲を広げて，
詳細な自然電位分布を把握していく予定である。


